
　

私
こ
と
、

去
る
11
月
６
日
、
市
長
の
職
を

任
期
満
了
に
よ
り
、
退
任
い
た

し
ま
し
た
。

　

顧
み
ま
す
と
、
平
成
20
年
11

月
に
薩
摩
川
内
市
長
に
就
任

以
来
、
３
期
12
年
間
、「
躍
動 

薩
摩
川
内
」の
実
現
を
目
指
し
、

日
々
、
さ
ま
ざ
ま
な
懸
案
や
課

題
と
向
き
合
い
、
ま
た
、
新
し

い
取
り
組
み
に
も
チ
ャ
レ
ン
ジ

し
て
ま
い
り
ま
し
た
。
私
な
り

の
道
筋
を
示
し
、
な
ん
と
か
職

責
を
全
う
す
る
こ
と
が
で
き
た

の
で
は
な
い
か
と
考
え
て
お
り

ま
す
。
市
民
の
皆
さ
ま
の
温
か

い
ご
理
解
と
ご
支
援
に
対
し
厚

く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

本
市
に
お
い
て
も
人
口
減
少
、

少
子
・
高
齢
化
が
急
速
に
進
展

す
る
中
、
少
子
化
対
策
、
女
性

活
躍
の
推
進
、
男
女
共
同
参
画

社
会
の
形
成
に
努
め
る
と
と
も

に
、
交
流
人
口
の
拡
大
に
よ
る

地
域
経
済
の
活
性
化
が
図
ら
れ

る
よ
う
、
観
光
・
シ
テ
ィ
セ
ー

ル
ス
施
策
の
展
開
、
ス
ポ
ー
ツ

合
宿
の
誘
致
に
努
め
て
ま
い
り

ま
し
た
。
ま
た
、
雇
用
を
確
保

す
る
た
め
、
企
業
誘
致
、
六
次

産
業
化
、
次
世
代
エ
ネ
ル
ギ
ー

な
ど
の
産
業
振
興
に
も
積
極
的

に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
し
た
。

　

今
年
８
月
に
は
甑
島
市
民
の

長
年
の
夢
で
あ
っ
た「
甑
大
橋
」

が
開
通
し
、
来
年
１
月
に
は
川

内
駅
東
口
に「
Ｓ
Ｓ
プ
ラ
ザ
せ

ん
だ
い
」が
オ
ー
プ
ン
し
ま
す
。

ま
た
、
川
内
文
化
ホ
ー
ル
跡
地

の
利
活
用
に
つ
い
て
も
検
討
を

進
め
て
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
南
九
州
西
回
り
自

動
車
道
阿
久
根
川
内
道
路
、
川

内
川
市
街
部
改
修
や
川
内
川
河

口
部
の
高
潮
対
策
な
ど
の
事
業

が
進
捗
し
、
重
要
港
湾
川
内
港

の
港
湾
計
画
が
30
年
ぶ
り
に
改

訂
さ
れ
、
川
内
港
久
見
崎
み
ら

い
ゾ
ー
ン
の
造
成
工
事
が
開
始

さ
れ
る
な
ど
、
本
市
の
10
年
、

20
年
先
の
発
展
の
た
め
に
必
要

不
可
欠
な
事
業
が
着
実
に
進
展

し
つ
つ
あ
り
ま
す
。

　

一
方
で
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
の
拡
大
に
よ
る
、

市
民
生
活
や
経
済
活
動
へ
の
影

響
は
大
変
大
き
な
も
の
と
な
っ

て
お
り
、
本
市
も
、
こ
れ
か
ら

の
新
し
い
社
会
づ
く
り
に
適
切

に
対
応
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。

　

薩
摩
川
内
市
民
憲
章
に「
考

え
さ
え
す
れ
ば 

み
ち
は
ひ
ら
け

る
」、「
や
り
さ
え
す
れ
ば 

か

な
ら
ず
で
き
る
」と
う
た
わ
れ

て
い
ま
す
。
地
域
の
市
民
、
事

業
者
、
市
議
会
、
関
係
機
関
な

ど
の
皆
さ
ま
と
行
政
が
一
体
と

な
っ
て
叡
智
を
結
集
し
、
さ
ま

ざ
ま
な
問
題
解
決
に
取
り
組
ん

で
い
く
な
ら
ば
、
必
ず
や
こ
の

国
難
と
も
い
え
る
状
況
を
克
服

し
、
若
い
世
代
や
次
世
代
の
子

ど
も
た
ち
に
躍
動
す
る
薩
摩
川

内
を
引
き
継
い
で
い
く
こ
と
が

で
き
る
と
確
信
し
て
お
り
ま
す
。

　

結
び
に
、
薩
摩
川
内
市
の
さ

ら
な
る
発
展
と
市
民
の
皆
さ
ま

の
ご
多
幸
を
心
か
ら
祈
念
い
た

し
ま
す
と
と
も
に
、
重
ね
て
深

甚
な
る
感
謝
の
意
を
表
し
、
退

任
の
あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。

本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。

岩切秀雄市長が退任
「みんなのふるさと 躍動 薩摩川内」を目指して

岩切秀雄市長が、任期満了により退任いたしました。

ここに、市長の退任あいさつと本市の歩みを紹介します。
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2009年 5月 ブランドロゴマーク「薩摩川内スピリッツ」公表 1
（平成21年） 6月 市民歌「輝け未来へ」制定

9月 「甑島のトシドン」
ユネスコ無形文化遺産登録

10月 市制施行５周年記念式典
2010年 4月 ゴールド集落活性化条例施行

（平成22年） 「子ども医療費助成事業」開始
8月 久住橋開通

2011年 3月 九州新幹線全線開業
（平成23年） 4月 観光船かのこ新船就航

5月 全国トンボ市民サミット開催
12月 防災行政無線戸別受信機整備完了

2012年 4月 汚泥再生処理センター供用開始
（平成24年） 5月 韓国昌寧郡と友好都市協定締結 2

8月 富士通インテグレーテッドマイクロ
テクノロジ㈱九州工場閉鎖発表

11月 スポーツ交流研修センターオープン
2013年 3月 ＦＭさつませんだい開局

（平成25年） 住民票などのコンビニ交付開始
南九州西回り自動車道

（薩摩川内水引 IC ～薩摩川内高江 IC）開通
4月 旧増田家住宅一般公開開始
7月 農林漁業の六次産業化の促進に関する条例制定

11月 薩摩川内市企業連携協議会設立
2014年 4月 高速船甑島就航 3 

（平成26年） 7月 新消防庁舎開庁
10月 スマートハウス一般公開開始

市制施行10周年記念式典 
12月 「旧増田家住宅」国の有形文化財指定

2015年 1月 エコパークかごしま稼動
（平成27年） 3月 南九州西回り自動車道川内隈之城道路開通

甑島国定公園新規指定 
10月 国民文化祭・かごしま2015開催

（皇太子殿下御視察行啓） 4
2016年 3月 天辰寺前古墳公園開園

（平成28年） 4月 産業支援センター開所
水道局お客様センター開所

9月 薩摩川内市350べジライフ宣言
11月 川内とれたて市場オープン 

2017年 4月 樋脇グラウンド・ゴルフ場オープン
（平成29年） 8月 女性活躍推進協議会設立

薩摩川内イクボス推進宣言 5
11月 常熟港向け木材輸出初出航

2018年 4月 総合防災センター開所
（平成30年） 10月 本土４支所業務見直し・再編、３出張所廃止

南九州西回り自動車道阿久根川内道路着工
11月 甑島のトシドン ユネスコ無形文化遺産拡張登録
12月 中国常熟市から岩切市長が栄誉市民表彰を受章 6

コンベンション施設整備・運営事業着工 7
2019年

（平成31年）
3月 川内大綱引「記録作成等の措置を講ずべき無形

の民俗文化財」国選択
川内高城温泉バイパス開通

4月 東郷学園義務教育学校開校
（令和元年） 5月 入来麓、里麓、手打麓の３麓地域などを含む

文化財が日本遺産認定
6月 白和町で発見された不発弾を処理
7月 全国高校総体バスケットボール競技開催

（秋篠宮皇嗣同妃両殿下が競技御観戦）
10月 川内川高潮対策事業着工
11月 川内港港湾計画改訂

2020年
（令和２年）

2月 アルゼンチン男子バレーボールチーム、
2020東京オリンピック競技事前キャンプに関
する協定締結

2月 新型コロナウイルス対策本部設置
8月 甑大橋開通 8
9月 川内川交流センターオープン

10月 大小路地区かわまちづくり整備事業着工
映画「大綱引の恋」鹿児島先行公開
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